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はじめに 
関東地方の A 県 B 市にある C 商業定時制に勤務しつつ，外国につながる高校生の調査を
続けて８年目になる。ここでいう外国につながる高校生とは，外国人や外国に関係する高校
生のことである。C 商業定時制には 1980 年代以降急増したニューカマ （ー新来外国人）1や
親の一方がニューカマーの生徒2が多数在籍している。 
ニューカマーの子どもに関する全国的な調査は無いが，文部科学省が２年ごとに実施し
ている「日本語指導が必要な児童生徒の受入情況等に関する調査3」は，我が国の公立小学
校，中学校，高等学校，義務教育学校，中等教育学校及び特別支援学学校の児童生徒を対象
としており，日本語指導が必要な外国籍の母語別在籍状況4も調査している。ニューカマー
の児童生徒の全国的な調査に代わるものといってよい。 
平成 28 年度版によると，日本語指導が必要な外国籍の児童生徒は 34,335 人で前回調査
（平成 26 年）より 5,137 人増加した。また，日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒は
9,612 人で前回調査より 1,715 人増加した。日本語指導が必要な外国籍の児童生徒の母語別
在籍状況を見るとポルトガル語を母語とする者が 25.6%(前回 28.6％)と最も多い。次いで，
中国語が 23.9％(前回 22.0％)，フィリピノ語が 18.3%(前回 17.6%)，スペイン語が
10.5%(12.2%)であり，これらの４言語で全体の 78.2%(前回 80.4%)を占めた。学校種別では
小学校での母語別在籍状況ではポルトガル語が 27.2%一番多い。次いで中国語，フィリピノ
語，スペイン語である。中学校の母語別在籍状況では中国語が 26.9%で一番多い。次いでポ
ルトガル語，フィリピノ語，スペイン語である。高等学校では中国語が 33.2%で一番多い。
次いでフィリピノ語，ポルトガル語，スペイン語である。現代の日本の状況から考えると，
ポルトガル語を母語とする児童生徒の大部分は，ポルトガル人ではなく日系人を中心とし
たブラジル人である。 
この他に外国に関係する子どもたちがいる。外国にルーツ（祖父母・父母が外国人など）
を持つ子どもたちや帰国子女である。 
 
1 中国人が多い。フィリピン人やイラン人も在学している。 
2 父が日本人で母がフィリピン人の生徒が多い。どこのクラスにもいる。 
3 この調査は平成３年度より開始した。平成 22 年調査までは 9 月１日現在で行っていたが，平成 24 年
度 5 月１日現在に改め，２年ごとに行っている。 
4 学校においては人権尊重の立場から国籍の調査は実施できないので，母語を調査する。 
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本研究では，フィリピン系高校生の T 子5のエスノグラフィーを通して，高校生活を支援
した要因と障害となった要因を明らかにする。 
 
1 調査方法 
 筆者は，Ａ県公立高等学校の教諭6として勤務している教員であり，現在の勤務校である
Ｂ市のＣ商業高等学校定時制の課程7をフィールドとして調査を行った。外国につながる生
徒が多数在籍している高校である。 
調査方法はエスノグラフィーとする。古賀(2004)8によると，エスノグラフィーは日常の
ミクロな世界の存立から社会の構成原理を読み解こうとする方法論である。いいかえれば，
徹底して現場の意味理解に拘ることからはじめて，大きな社会における理解の普遍性や偏
在性にも充分に接近できるというアプローチである。「エスノグラフィー」は，参与という
形をとることで，特定の学校事例の選択に際してもこうした理論的な背景や調査の視点が
重要になってくる。 
調査の現場として具体的には，登校時間の昇降口・授業・休み時間・給食時間9・ホーム
ルームなどを用いた。一部は携帯電話を使用して，会話とショートメールやＳＮＳでのやり
取りを記述した。 
 本論文ではフィリピン系の生徒だったＴ子を中心に取り上げる。Ｔ子の高校生活を記述
するに当たり，その友人で同じ年齢のフィリピン系のＤ子と，一歳年下のフィリピン系では
ない10Ｎ子も取り上げる。Ｔ子とＤ子は入学当初違うクラスだった。だが，授業などで交流
が有り，友人となった。さらに４年次は同じクラスであった。Ｎ子はＴ子が６年次の時，５
年次で同じクラスであった。調査時期は 2012 年４月から 2019 年 11 月である。 
 
2 Ｃ商業定時制 
関東地方Ａ県Ｂ市にあるＣ商業高等学校には全日制の課程と定時制11の課程が設置され
ている。全日制は各学年８学級（商業科６クラス・情報処理科２クラス）でＡ県の商業教育
の拠点校である。校歌の最後のフレーズ「商業 商業」は産業としての商業ではなく，C 商
業を指す言葉である。定時制は夜間に授業をおこなう単位制高校12で，通常の 17 時 20 分か
 
5 フィリピン生まれで，小学生の時に来日。父は日本人，母はフィリピン人。 
6 専門は日本史である。 
7 以前は定時制課程といったが，現在は定時制の課程という。 
8 古賀正義，2004，『学校のエスノグラフィー 事例研究から見た高校教育の内側』嵯峨野書店：6-7 
99 Ｔ子は給食をとっていなかったが，25 分の給食時間はホームルームにいて話がしやく，連絡や雑談を
よくした。 
10 Ｎ子は日本人の両親から生まれている。 
11 定時制は英語では「night school」の他に「part time high school」といい，文字通り一日当たりの
授業が少ない学校である。４年間で卒業するのが標準である。 
12 学年制ではなく，生徒が授業を選択して卒業単位を修得すれば卒業となる。同じクラスでも時間割が
異なることが普通である。 
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ら始まる授業（１時間目）の前に０時間目（16 時 30 分～17 時 15 分）を設定している。こ
のため，定時制の授業の履修・修得により３年間13で卒業できる。他にアルバイトで単位を
認定する制度14や各種検定取得を単位として認定する制度15もある。未修得科目の単位を追
認考査で認定する制度もあり，弾力的なカリキュラムを持つ。そのため，卒業生の過半数は
３年で卒業している。毎日５時間の授業を３年間受けた生徒が，２単位の科目を一つ未修得
（不合格）になると 73 単位の修得となり，卒業単位に１単位不足する。その場合，アルバ
イトで増加単位を申請するか，検定試験合格で増加単位を申請することが多い16。６年かけ
て卒業する者もいるので，最終的に入学者の４～５割が卒業する。近年は卒業率がやや上昇
して入学者の５割強が卒業する。 
調査を開始した 2012 年度は，Ｃ商業定時制は１年生と２年生の学年定員が 120 人17であ
った。この時期は中学校の卒業生が多く，都市部の夜間定時制は定員を両学年とも定員いっ
ぱいまで入学させ，受検者のうち数名を不合格にしていた。2019 年 12 月現在，Ｃ商業定時
制は全校生徒が 130 人弱しかいないが，2012 年４月当時，生徒が 300 人弱18いた。３年生
は学年定員が 80 人19で，退学者もいたから少なかった。４年生以上は卒業生を出して，さ
らに少なかった。 
 
3 フィリピン系の T子 
3.1 Ｔ子のプロフィール 
表 1 Ｔ子の年次別修得単位数（１） 
年次 修得単位 在籍高等学校 
１ 19 Ｃ商業定時制 
２ 15 Ｃ商業定時制 
３ 4 Ｃ商業定時制 
４ 16 Ｃ商業定時制 
５ 1 Ｃ商業定時制 
合計 55  
 
13 74 単位で卒業。３年間毎日５時間授業を履修して修得すると 75単位の履修・修得となり，卒業できる。 
14 商業科の「総合実践」（２単位）の実務代替による増加単位となる。アルバイトを１日３時間以上かつ
週４回以上おこなっていれば，半期で１単位，１年で２単位を増加単位として認める。  
15 全国商業高等学校協会（全商）の簿記検定３級なら１単位，日本商工会議所（日商）の簿記検定２級
なら３単位の増加単位を認定する。 
16 2019 年３月下旬に卒業した中国人の３年生男子は全商の珠算・電卓検定三級合格で不足の１単位を補
充する予定だったが，検定取得に失敗してアルバイトで一単位を修得して卒業した。 
17 Ｄ市のＥ高校定時制（普通科と商業科）が廃止されたため，F 市のＧ高校定時制（普通科）と B 市の
C 商業定時制（商業科）の定員を 40 人（１クラス）ずつ増やした 
18 普通科などの高校卒業生が２年間商業科目を学ぶ「経理コース」もあった。 
19 入学時は定員いっぱいいた。 
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Ｔ子はフィリピン生まれで小学校４年生の時，来日した。日本人の父は小学校５年生の
時に病死した。亡くなった父は英語が堪能で，母とは英語で日常会話をしていた。そのた
め，母は日本語の会話が不自由であり，家庭内ではタガログ語で会話をしている20。母は
再婚で，父が異なる兄や姉がフィリピンにいる。普段はフィリピン人の母と一歳上の兄と
生活している。母は難病のため働けず，兄とＴ子がアルバイトで家計を支えていた。３年
次に４単位しか修得できなかったのも，母が難病にかかり，介助などで登校できなかった
ためである。この頃，母は精神的に不安定で一緒にいる必要があった，と後にＴ子は語っ
ている。５年次に１単位しか修得できなかったのは，母がフィリピンに帰国21中に知人に
よる盗難事件に遭い，裁判に証人として出廷するためにフィリピンに長期滞在したためで
ある。５年次のＴ子は極端に痩せており，食事も満足に摂れていないようだった。アルバ
イト先のマネージャーも問題があり，授業に間に合うようアルバイト22を切り上げさせて
くれなかった。一単位も修得できない状況になったため，アルバイトによる増加単位（４
年次で履修・修得した商業科の「総合実践」（２単位））を１単位申請させた。この増加単
位は職員会議で承認された。この増加単位が無ければ，５年次の修得単位は０単位になる
ところだった。 
Ｔ子の一歳上の兄は中学校時代に行動が荒れたため，２年間フィリピンで生活した。日
本に戻った時は学齢を超えたため，夜間中学校23に編入して 16 歳で中学校を卒業した。そ
のため，Ｔ子がＣ商業定時制に入学した 2012 年にＨ工業定時制24に入学した。兄もＴ子と
同様で欠席が多くて４年で卒業できなかった。Ｔ子がＣ商業定時制６年次に在籍した 2017
年度に，Ｈ工業定時制の６年次に在籍しており，キョウダイ２人ともこれ以上学校に在籍
できない状況に陥っていた。Ａ県の公立定時制高校は６年までしか在籍できないからであ
る。６年で卒業できない場合でも，年度末まで在籍して多くの単位を修得すれば公立のＩ
高校（通信制）に転校することは可能である。Ｔ子は４年次より私が担任をしていたが，
状況は厳しかった25。そこで６年次の当初にＴ子（当時 20 歳）には，「卒業を目指して支
援するが，卒業できなくなっても年度末まで在籍してできるだけ多くの単位を修得しよ
 
20 Ｔ子は同居の兄の名前の漢字表記がわからなかった。教職員の労働組合の就学援助金を申請する際，
ひらがなで兄の名を書いている。そのため，兄の在籍していたＤ工業定時制の教員に電話をかけて，漢字
表記を確認した。 
21 姉が航空会社に勤務しているため，航空券は安く購入できる。フィリピンにいる兄や姉の夫がＴ子の
アパートに来ることもある。「空港に迎えに行くので，早退させてください。」と言われたことが何度もあ
る。 
22 セルフ式のガソリンスタンドでＴ子はアルバイトをしていた。私がこのマネージャーに「授業に出席
できるようにしてほしい。」と電話で申し入れたら，「定時で切り上げさせている。」と嘘をついた。この
ような職場を「ブラックバイト」というのだろう。 
23 当時，Ａ県には一校あった。生徒の多くが外国人である。現在は二校に増えた。 
24 Ｃ商業定時制とは違い，４年で卒業するのが標準である。 
25 5 年次までに修得した単位数は 55 単位で，あと 19 単位修得しないと卒業できなかった。Ｔ子の学年
は旧教育課程で新教育課程の科目は履修出来ず，履修科目の選択が難しくて空き時間もあった。 
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う。」と言っていた。そうすれば公立通信制高校のＩ高校に入って26，不足単位を取れば卒
業できるから，と説明した。また私が外国につながる高校生の研究をしていることを説明
し，仮名でデータを使用する許可を得た。 
 
3.2 Ｔ子の抱える困難 
 基礎学力が高く，温厚なＴ子が単位の修得に苦労する要因は何か。考えられる要因は第
一に経済的要因である。Ｔ子は病気で働けない母を抱えて，兄とＴ子のアルバイト収入の
みで生計を立てている。Ｔ子の家庭は同様に生活保護を受給してもおかしくない。母は日
本語の会話が不自由（父とは英語で会話していた。）なのと，市役所に行って相談をする
気が無い。Ｔ子はフィリピンの兄や姉と会話できる。Ｔ子は学校では日本語で会話をして
おり，日本語の会話能力は高い。だが，日本語を書く力はやや弱く，「ありがとう」と書
くべきところを「ありがと」と書いたりする。母が病気で働けなくなる前は，４年間で卒
業できるペースで単位を履修・修得できていた。母が働けなくなると同時に遅刻や欠席が
増え，単位の未履修（欠席時数オーバー）が増加した。また学校に来る時も以前より痩せ
て極端に細くなっており，担任の私は生活困窮者に食料を無償で配るＮＰＯのフードバン
ク27に連絡した。幸いにも援助が得られて３か月の間，週に一度の割合でお米や調味料や
保存の効く食材が家庭に配達された。現在ならば，スクール・ソーシャルワーカーが配置
されているので，担任から連絡してつないでもらうケースである。この時期，登校したＴ
子は明らかにふっくらしてきて元気そうだった。2016 年の 12 月に登校した際の私との会
話を再現してみる。 
 
   私 「フードバンクからは食料や調味料は届いているの。」 
   Ｔ子「お米や調味料や食材がびっくりするくらいたくさん届きました。お母さんも
驚いています。」 
   私 「君の家は三人家族だからね。」 
   Ｔ子「規格外の安い野菜を買ってくれば，食事を用意できます。お米もすごく助か
ります。貯蔵できますから。」 
   私 「少しふっくらして，元気になったようだね。顔色もいいよ。」 
   Ｔ子「自分ではわからなかったけれど，以前は食べる量が少なかったのかなあ。お
米は炊いてご飯にしたり，お粥にできるので本当に助かります。保存もできま
す。」 
 
26 この時点ではＣ商業定時制を退学して編入学することを想定していた。 
27 幸いにも，フードバンクはＣ商業から徒歩圏に在った。現在は移転したが，徒歩圏に在る。非常用の
パン・ビスケット，飲料水を入学時に購入させて卒業時や退学時に返すが，不要と申し出た者の分を寄贈
している。 
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   私 「今年は欠席が多くて履修登録した科目の単位修得は無理だけど，昨年修得し
た総合実践の増加単位を１単位申請してみようか。」 
   Ｔ子「わかりました。申請してみます。」 
（2016 年 12 月のフィールドノートより） 
 
Ｔ子の家庭は近所づきあいがあり，自治会活動にも参加している。しかし，公的機関と
のつながりが薄い。日本人の父が小学校５年生の時に病死したため，家庭の柱はフィリピ
ン人の母であり，タガログ語で会話をする。本来なら生活保護を受けてもおかしくない状
況なのに，医療法人補助以外公的支援を受けていない。一方，４年生で卒業できたＤ子の
家庭では，日本語で会話をしている。Ｄ子の父は病気で働けないため，兄が高校生だった
時期には生活保護も受けていた。基礎学力はＤ子よりＴ子の方がある。Ｄ子が４年生で苦
労した簿記ⅡもＴ子はすんなり修得（合格）している。但し，Ｔ子は普通なら１年生と２
年生で履修・修得する「保健Ⅰ」と「保健Ⅱ」が未履修であった。遅刻と欠席が多くて５
年生までに履修・修得できなかったのである。Ｃ商業定時制では後期の 12 月から次年度
の履修登録の指導をする。各教科の必履修科目を漏らさないように担任を中心に複数の教
員が念入りにチェックを入れる。次年度に卒業を目指す生徒の指導は特に慎重に行なう。
Ｔ子は４年生では卒業できなかったが，５年生で卒業できるように履修登録を行なった。
だが，欠席や遅刻が多く28履修登録した科目全てが未履修となり，アルバイトで申請した
増加単位の１単位（４年生で修得した商業科目「総合実践」の増加単位）しか修得できず
に６年生になった。出席さえしていれば，修得できた科目が多数あった。Ｔ子によると母
の親族が亡くなった病気に母がかかっており，「死の不安」を抱えていたため，寄り添っ
ていたことも多くあった。ここにＴ子の欠席理由を分類してみる。 
 
表２ Ｔ子の欠席理由 
① 母の用事やフィリピンの家族を空港に出迎えるなど。 
② 体調不良・慢性疲労。 
③ アルバイト先のガソリンスタンドのマネージャーが仕事を終わらせてくれない。 
④ 雨が降ったら自転車通学ができないが，バス代が出せないので欠席する。 
⑤ 母の体調が悪く，外出できない。 
 
驚くべきは③である。５年生の時にＴ子から何度も聞いている。学校に行こうとして
も，「もっと働いて」と言われて登校できない。Ｔ子の職場はまさにブラック・バイトで
あった。６年生になるとマネージャーが代わり，職場環境は改善され，職場での不満を聞
 
28 体調不良の他に，母が家庭の事情でフィリピンに長期帰国したため，家事も大変だったようである。5
年生で 10 単位でも修得できれば，６年生ではもっと楽だった。 
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かなくなった。それでも遅刻することがあった。 
さらに④にも注目してほしい。４年生から担任を持った私は，Ｔ子は雨が降ったら登校
しないことに気づいた。Ｔ子にも聞いたが，「バス代が無い」と答えた。レインコートや
雨靴なども持っていないらしい。生活に困っているのではないか，と危惧していた私は愕
然となった。この生徒に毎日登校させるのは残酷なのではないか，と感じた。立場上「休
んでよい。」とは絶対言えないが。 
 ４年生で卒業できたＤ子29と同じ地区に住んでいれば，徒歩 30 分弱で通学できる。ま
た，母の日本語能力が高ければ，生活の窮状を公的機関につなぐこともできる。Ｄ子の家
庭は決して裕福ではないが，Ｔ子の家庭より恵まれていた。 
 Ｔ子は校外学習（県内のテーマパークに行く。）に一度も参加したことが無い。それに
対して，フィリピン系の友人のＤ子はずっと参加していた。Ｔ子の不参加理由は費用が出
せないからである。学校納入金（生徒会費・ＰＴＡ会費・副教材費など）や教科書代もす
ぐに納められない。そこで担任がＡ県高等学校教職員組合の就学援助金を申請して，「２
万円」の就学援助金を受給してから教科書代や学校納入金を納めた。教科書代は新学期す
ぐに納めないといけないので，担任が一時的に立て替えて納めた。この就学援助金の申請
には公的な書類が不要なので，Ｔ子は自分で申請書を書いた。本当に困窮している家庭は
公的支援が受けられないので，民間の支援を受けるしかないのだ。Ａ県高等学校教職員組
合では財源が乏しい中で，困窮家庭の生徒に就学援助金を支給している。欠席が多いＴ子
も担任とつながっているから，１年から６年まで受給できた。 
授業料は入学した 2012 年度から 2015 年度までは授業料無償化の恩恵を受けられ，納め
なくてよかった。５年生になった 2016 年度は担任がＡ県に書類を出すことで，授業料は
無償となった。だが６年生となった 2017 年度は，Ａ県では５年以上在籍している生徒
（５年生・６年生）から原則として授業を徴収することになった。減免の書類が出せなか
ったＴ子は授業料を三ケ月毎に納めていた。高校だけは卒業したいと切に願っているから
である。 
だが，2017 年 12 月の上旬の後期中間考査の商業科の「秘書実務Ⅱ」に欠席し，２単位
が未履修となった。１月下旬にある卒業考査を受験できないので卒業は「不可」である。
翌日，登校した際の担任（私）とＴ子との会話を再現する。 
 
   私 「なんで「秘書実務Ⅱ」の試験を休んだの。」 
   Ｔ子「信じてもらえないかもしれませんが，高熱を出して寝ていたので，起きた時
に曜日を間違えて「今日は考査が無い日だ。」と思ってまた寝ました。」 
 
29 ゆっくり学ぶ予定で最初から４年で卒業することを考えて履修計画を立てた。友人の多くが３年で卒
業した後，無気力となり卒業が危ぶまれた。夏休み後に教員や家族・友人の支援と本人の成長で立ち直り
無事に卒業した。詳しくは小川(2018)を参照。 
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   私 「それでは特別な理由にはならない。１月下旬の卒業考査は受験できない
よ。」 
   Ｔ子「先生にはお世話になっているのに，本当にすみません。」 
   私 「検定で単位を取るにしても申し込みが終わったものがほとんどだ。とりあえ
ず，取れるだけ単位を取って３月下旬に退学30して公立通信制のＩ高校に編入学
しよう。念のため，これから申し込める検定を調べてみる。」 
   Ｔ子「本当にすみません。」 
（2017 年 12 月のフィールドノートより） 
 
その後Ｔ子は体調を崩し，商業科の「経済活動と法」の授業を休んで未履修となった。
この科目も２単位なので，合計４単位が未履修となり，卒業単位に３単位不足して，卒業
できなくなった。 
Ｔ子とは反対に，一歳上の兄はＨ工業定時制の卒業が内定した。中学生時代に行動が
「荒れた」兄はフィリピンに帰った。そのため，日本に戻って来た時，学齢を超過したの
で，夜間中学校に編入し卒業してからＨ工業定時制に入った。2017 年度はＴ子と同じ六年
生だった。兄はこの時 22 歳だった。 
Ｔ子は兄と一緒に卒業したかった。Ｔ子が３月に卒業するためには，検定試験合格で３
単位の増加単位を認定してもらうしかない。私はこれから申し込みできる検定を調べてみ
た。秘書技能検定，漢字検定，実用英語検定はこれから申し込みができることがわかっ
た。それを伝えた際の会話を再現する。 
 
私 「秘書技能検定，漢字検定，実用英語検定の申し込みはまだできるよ。但し，
学校からの申し込みはできないから，個人で申し込みをすることにする。申し込
んで受けてみる？」 
   Ｔ子「受験します。」 
   私 「４単位を検定で取ってみよう。過去に卒業に不足している単位を卒業考査の
後の検定に合格して取った人がいる。そして３月下旬（本来の卒業式は上旬）に
卒業した。」 
   Ｔ子「申し込んで，勉強してから受験します。」 
   私 「４単位を検定で取るにはどの検定の何級を受験したらよいか，調べてみる
ね。」 
   Ｔ子「お願いします。」 
（2017 年 12 月のフィールドノートより） 
 
30 この時点では退学してから，編入学することを想定した。後に在学中なので転入考査を受験できるこ
とに気づき転学の手続きを取った。 
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 Ｔ子はこの後，表情が明るくなった。最悪でも，３月下旬までＣ商業定時制に在学し
てできるだけ単位を修得してから退学することにした。その後に通信制のＩ高の編入試験
を受け，編入学して卒業に必要な残りの単位を修得すれば高校を卒業できる。 
だが，検定取得で３月下旬に卒業する道もある。４単位を検定取得で取るには時間が限
られている。難易度が高く合格可能性が限りなく「０」の検定もある。どの検定の何級を
受験するかを考えた。Ｔ子は小学校４年生でフィリピンから来日している。英語は得意で
ある。そこで実用英語検定三級を受験させることにした。これは「１単位」に相当する。 
残りの「３単位」をどうするか。Ｔ子は漢字に興味を持っており，漢字検定は二級合格
からが技能審査の対象である。難しい検定だが，過去にはこの検定に合格した者がいた。
そこで漢字検定二級も受けさせることにした。これは「２単位」に相当する。後の「１単
位」分は秘書検定三級にした。Ｔ子は秘書検定三級の問題集を持っていたが，実用英語検
定三級と漢字検定二級の問題集は持っていないので私が用意した。受験する検定について
アドバイスした際の会話をここに再現する。 
 
私 「英語検定三級と漢字検定二級と秘書検定三級を受験するといいよ。過去に合
格した人もいるし，申し込みはこれからできる。でも漢字検定二級と秘書検定三
級は難しい。特に秘書検定三級は大人向けだから。」 
   Ｔ子「三つとも受験します。できればＣ商業を卒業したいです。」 
   私 「それなら個人で申し込みをすることになる。本屋かインターネットを通じて
申し込める。英語検定三級と漢字検定二級の問題集を私が用意するよ。」 
   Ｔ子「お願いします。」 
   （2017 年 12 月のフィールドノートより） 
 
 その後すぐ，英語検定三級と漢字検定二級の問題集を購入してＴ子に渡した。「代金は
いらない。」と伝えた時，「先生にはいろいろお世話になっているのに，本当にすみませ
ん。」と言われた。Ｔ子を知っている教員は，Ｔ子を「いい子」だとしばしば言う。欠席
が多くとも礼儀正しく，周囲への気配りができる優しい生徒だからである。冬休み明けに
検定（三つとも２月に実施）に向けての学習について聞いた時の会話を次に入れる。 
 
私 「検定に向けて勉強しましたか。」 
   Ｔ子「はい，しました。英語検定の三級の問題集が一番理解できました。リスニン
グのＣＤを聞いたら，ちゃんと聞き取れました。合格する自信はあります。あと
漢字検定の勉強は苦になりません。漢字は好きなので。問題は秘書検定です。難
しいです。だから秘書検定の勉強に時間をかけています。」 
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   私 「秘書検定は専門学校生や大学生が多数受験する検定だから，難しいよ。でも
C 商業定時制の生徒が合格しているからね。勉強をがんばってね。」 
   Ｔ子「選択問題なんですけど，まぎらわしい文章が多いです。何回も問題集をやり
ます。」 
   私 「問題演習を何回もやって覚えるしかない。頑張ってね。」 
   Ｔ子「はい。」 
（2018 年１月のフィールドノートより） 
  
 Ｔ子は風邪を引いて休んだこともあったが，未履修科目を増やさないように体調不良で
も登校した。私は登校指導の係なので，16 時過ぎから０時間目が始まる 16 時半ころま
で，昇降口に立ち，登校する生徒に「おはよう。31」と挨拶して短い会話をする。ちょっ
と変だが，これから授業が始まるので，朝の挨拶をするのだ。「こんにちは」「今晩は」と
挨拶をする生徒や職員もいる。Ｔ子は０時間目の授業が未履修となったので，修得の可能
性が残っている授業の始まる前に昇降口でＴ子を待った。欠席や遅刻で会えないこともあ
ったが，会えた時，Ｔ子はとても嬉しそうな表情を見せた。登校指導は教師と生徒の信頼
関係を強くする。Ｔ子以外の他の生徒（私のクラスの５年生・６年生）も私に会うと穏や
かな表情を見せたからである。その中には不登校で３年次と４年次が全科目未履修とな
り，５年次に入った中国人の女生徒もいた。この生徒は他の生徒がいると，緊張感が高ま
る。４年次から担任を持ったが，声かけを続けた効果が出て，出席率が向上して卒業の目
途が立った。これは奇跡に近い。日本人の生徒も登校指導の際には声かけをした。その中
にはＴ子と同じく６年生の男子もいた。この生徒は一年次から担任を持った唯一の生徒で
ある。彼は私を受け入れ，「進路について相談したい。」と１月のある日，言ってきた。幸
い，授業までに時間が有ったので，教室でじっくり話を聞いた。登校時の声かけは生徒の
意欲や学校・教員への信頼感を強化する。遅刻してきた生徒にも「今なら遅刻だけど出席
になるよ。」「行ってらっしゃい。」など声かけをした。その例として，Ｔ子が遅刻して登
校した時の会話を次にしめす。 
 
私 「おはよう。待っていたよ。」 
   Ｔ子「おはようございます。ああ，びっくりした。先生に会えるとは思わなかっ
た。」 
   私 「授業に合わせて，昇降口で待っている。会えない時もあるけど。他の生徒に
も声かけをしているよ。」 
   Ｔ子「ありがとうございます。」 
 
31 「今晩は。」だとこれから授業がある雰囲気が出ないので，「おはよう。」と言っている。 
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   私 「遅刻だけど，授業に間に合うから，行ってらっしゃい。」 
   Ｔ子「はい，行ってきます。」 
   （2018 年 1 月のフィールドノートより） 
 
 このようなやりとりを何度もした。Ｔ子だけでなく他の生徒にもした。素直に挨拶して
くれる生徒が多かった。 
 Ｔ子は「心が折れそうになったことが過去何度かあった。」と 2018 年１月に語った。だ
が，この時期は学校においては前向きであり，心が折れた様子が見られなかった。担任と
つながっており，４年生や５年生の女子とも仲が良かった。また，「保健Ⅰ」を一緒に受
講している１年生の中にフィリピンから来て間もない男子32がいて，タガログ語で話すこ
ともできた。Ｔ子は地域においては自治会活動にも参加しており，母に代わって役員も務
めている。授業料の免除申請の書類を市役所に行ってそろえることができないＴ子でも，
社会で完全に孤立していない。励ましてくれる仲間や指導してくれる教師がいるＣ商業定
時制には彼女の居場所がある。2016 年度当時，全校生徒１６０人足らずのＣ商業定時制に
は社会関係資本が意外に多く存在した。 
 このＣ商業定時制はＡ県の定時制高校の中では，一番落ち着いている学校と言われてい
る。給食を配送してくれる業者との会話でもＣ商業定時制の落ち着いた様子を伝える発言
があった。 
 
私 「最近，生徒が落ち着いていて給食の指導がとても楽です。」 
   業者「落ち着いていて立派な生徒さんです。私はＧ高定時制やＪ高定時制にも行く
ので，Ｃ商業定時制の良さがわかります。」 
私 「ありがとうございます。嬉しいです。」 
      （2018 年 1 月のフィールドノートより） 
 
 Ｃ商業定時制は入学時の学力は低いが，教員と生徒の人間関係が良好であることが指導
主事訪問で指摘されているが，給食の業者の従業員からもしばしば指摘されている。「立
派な生徒さんです。」という表現は最大限の褒め言葉と言える。 
Ｔ子は三つ受けた検定試験のうち実用英語検定三級だけ合格し，漢字検定二級と秘書検
定三級は不合格であった。そのためＣ商業定時制を卒業できなくなった。そのことを私に
報告した際の会話を再現する。 
 
 
32 この男子は夜間中学校を経て 18 歳で入学した。０時間目を履修せず４年で卒業する予定である。２年
次で実用英語検定二級（３単位相当）に合格している。2019 年度は３年次に在学している。順調に単位
を修得して 2020 年度は４年生になる。 
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   Ｔ子「英語検定だけ合格しました。」 
   私 「英語検定三級で一単位の増加単位を申請できる。その手続きをしよう。出席
が足りている科目は必ず単位を取ろう。そうすると合計７１単位がＣ商業定時制
で修得できる。その後は通信制のＩ高校に入り，卒業を目指そう。」 
   Ｔ子「はい，わかりました。」 
   （2018 年 3 月のフィールドノートより） 
 
 Ｔ子はアルバイトが延長となり，授業や期末考査にしばしば遅刻した（私は授業や考査
前に昇降口でしばしばＴ子を待った。）が，履修できた科目を修得できる見込みが立っ
た。通信制のＩ高校には転入試験があるので，年度末に単位を修得してから出願して受験
した。結果は合格である。転入考査の受験生の中では，必履修科目をすべて履修・修得し
て 71 単位を修得したＴ子は卒業の可能性が高い，と判断されたのであろう。 
 Ｉ高校の転入生・編入生33は三科目 10 単位を履修・修得しなければならない。Ｔ子も三
科目 10 単位を履修・修得することになった。Ｉ高校教員の説明によると前期（４月～９
月）で履修・修得が可能である。Ｔ子にとって，Ｃ商業定時制の単位を活用できるＩ高校
通信制への転学は高校卒業への最短路である。 
 
3.3 通信制のＩ高校へ 
 2018 年４月，Ｔ子はＩ高校（通信制）に転入した。週一回のスクーリング34には自転車
で登校する。自宅から学校までの距離はＩ高校の方がＣ商業より近い。だが，スクーリン
グには遅刻が認められず，書類提出や諸費用の納入の期限を守らないと即退学となる厳し
さを持つのがＩ高校である。遅刻や欠席が多かったＴ子がＩ高校を卒業できるか，私は不
安だった。幸いにもＴ子の学校納入金を清算すると，大金ではないが「万」単位の返金が
できた。Ｉ高校への納入金には十分である。後はＴ子の頑張り次第である。Ｉ高校の学力
検査（いわゆる入学試験）は４月にも行われ，授業の始まりが遅い。Ｔ子が納入金を納め
たことはショートメール（ＳＭＳ）35で確認できた。しかし，５月以降は連絡が取れなく
なっていた。だが 2019 年４月，Ｔ子の携帯電話にかけたところ，奇跡的に本人に通じ
た。 
 
私 「Ｔ子さんですか？」 
 
33 編入生は他校を退学してから入学した生徒。T 子は学籍が途切れなかったので，転入生である。 
34 O 高校は全日制高校として開校したが，通信制高校に改編された。そのため，週一回のスクーリング
が可能である。日曜日・月曜日・火曜日のいずれか一日を生徒の希望でスクーリングの日とする。 
35 Ｔ子の携帯は調子が悪く，電話機能が使えなくなっていた。そこでＳＮＳやショートメールで連絡を
とっていた。しかし，2017 年７月からＳＮＳが使えなくなり，頼りのショートメールも 2018 年５月から
通じなくなっていた。母や兄とは無料通信アプリで通話していた。インターネットは使用できた。 
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   Ｔ子「はい，そうです。（誰だかわからない様子）」 
   私 「Ｃ商業定時制の小川です。携帯がつながってよかった。Ｉ高校は卒業できま
したか？」 
   Ｔ子「はい，３月に卒業しました。予定通り前期で卒業単位を取りました。就職も
しました。」 
   私 「おめでとう！よかったね。とても嬉しいです。頑張ったね。」 
   Ｔ子「ありがとうございます。実は携帯が完全に壊れ，買い換えました。データが
無くなってしまい，誰から掛かってきたのか，わかりませんでした。」 
   私 「以前説明したけど，あなたのことを論文に書きます。よいですね。」 
   Ｔ子「いいですよ。何でも書いてください。」 
（2019 年４月のフィールドノートより）。 
 
表３ Ｔ子の年次別修得単位（２） 
年次 修得単位 在籍高等学校 
１ 19 Ｃ商業定時制 
２ 15 Ｃ商業定時制 
３ 4 Ｃ商業定時制 
４ 16 Ｃ商業定時制 
５ 1 Ｃ商業定時制 
６ 16 Ｃ商業定時制 
７ 10 Ｉ高校通信制 
合計 81  
 
 Ｔ子を知っているＣ商業の教職員数名とＨ工業36全日制に異動した１年次から３年次の
担任だった教員に，Ｔ子がＩ高校を卒業したことを伝えた。いずれも喜んでくれた。転学
に際しては学校間の文書のやり取りが頻繁に有り，年度末から年度初めの繁忙期に事務職
員の手を借りることが多かった。卒業を喜んでくれた教職員の中には事務職員もいた。Ｔ
子は欠席や遅刻・早退が多かったが，マナーもよく教職員の受けはよかった。Ｃ商業定時
制から公立通信制のＩ高校に転学した生徒は，卒業できず退学する者が多い。Ｉ高校では
書類や納入金の締め切りに遅れるとすぐ退学になる。それに授業の遅刻は認められず，欠
席として扱われる。またレポートが提出できないと，考査が受験できない。だがＩ高校は
レポートも基礎編と応用編を用意して選択させるなど，多様な生徒に配慮している。その
上，スクーリング（対面授業）も週一回で，日曜日・月曜日・火曜日から選ばせている。
 
36 Ｃ商業と同じＢ市にある。Ｔ子の兄はＨ工業の定時制を６年かけて卒業した。 
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Ｔ子は「日曜日に地域の自治会活動が有るから，月曜日をスクーリングの日にする。」と
言っていた。Ｉ高校のある教員は，「10 単位ならすぐ修得できる。」と言っていた。その通
りになった。Ｉ高校の規定によると「74 単位以上修得して転編入した者37」で「前期に三
科目 10 単位以上を履修・修得した者」は９月に卒業できる。Ｔ子の C 商業定時制におけ
る履修・修得単位は 71 単位だったから，この規定に該当しない。だから一年がかりで卒
業したのである。最終的にＴ子は 81 単位を履修・修得した。４年で高校を卒業したＤ子
より３年遅れたが，高校を卒業した。このことをＤ子にＳＮＳで連絡したところ，Ｄ子も
Ｔ子の卒業を喜んでくれた。Ｄ子とのやりとりをここに記す。 
 
私 「Ｔ子さんがＩ高校を卒業しました。Ｃ商業定時制に６年在学しましたが，３
単位不足してＩ高校に転校しました。Ｉ高校で 10 単位修得して卒業しました。
就職したそうです。」 
   Ｄ子「そうだったんですね！よかったです！」 
   （2019 年４月のフィールドノートより）。 
 
 また，Ｔ子が６年次の時の同級生のＮ子38にもＳＮＳでＴ子がＩ高校を卒業したことを
連絡した。 
 
私 「Ｔ子さんがＩ高校を三月に卒業しました。携帯電話を買い換えたので，通話
できるようになりました。電話帳のデータが無くなったそうです。」 
   Ｎ子「そうなんですね！それはおめでたですね！」 
   私 「ありがとうございます！」 
   （2019 年４月のフィールドノートより） 
 
 Ｎ子は一人親世帯の三人キョウダイの長女で一番上である。Ｔ子と同級生だった時は，
妹と弟がまだ小学生だった。アルバイトが忙しくよく休んだが，出席日数を充足するよう
に出席し，５年次の履修単位をすべて修得した。Ｔ子と同じ授業も取ったことがあり，Ｔ
子はコンピュータの入力作業が得意で，ビジネス文書検定39を受けたら合格できる，と私
に教えてくれた。給食を摂っておらず，給食の時間はホームルームにいた。給食を摂って
いなかったＴ子とよく会話していた。持ち寄った食べ物を分け合うことも有った。私はＴ
子にパンやバナナやお菓子をあげていた40。Ｔ子が「Ｎ子さんにバナナをあげました。」と
 
37 高校卒業の最低基準は 74 単位だが，必履修科目が履修できていないと卒業できない。 
38 この時は５年次の生徒。2018 年３月にＣ商業定時制を卒業した。授業を通じて知り合い，T 子と仲が
良かった。 
39 以前のワープロ検定のことである。 
40 目立たぬように個人ロッカーに入れたり，直接昇降口で渡した。お腹のすいた人にも分けてあげなさ
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私に言ったことがある。「定時制の生徒は優しい。」と定時制の教員は良く言う。苦労を重
ねているから他者の痛みがわかるからだ，と考えられる。 
  
3.4 Ｔ子の学校適応を支援した要因 
６年次のＴ子は５年次の生徒と授業を通じてつながりがあり，Ｔ子には励まし合う仲間
がＣ商業定時制に存在した。担任（私）を含む教員の支援だけでなく，励まし合う仲間の
存在はＴ子を支えた。苦労を共にした兄の存在も大きい。Ｔ子の兄はＨ工業定時制を６年
で卒業できた。Ｔ子は「お兄ちゃん」と一緒に卒業したかったが，出来なかった。「高校
だけは卒業したい。」という意志と周囲の支援がＩ高校での学習活動を支援して，Ｔ子は
卒業できた。Ｉ高校との連携は以前より存在したが，Ｃ商業定時制での修得単位が少ない
者は退学している41ようである。あと少しで卒業単位に届くＴ子のような生徒にとって，
Ｉ高校のような通信高校への転学は「逃避」ではなく「有効」な選択である。 
 Ｔ子の場合，フードバンクやＡ県高等学校教職員組合の就学援助金への申請やＯ高校通
信制への転学はＣ商業定時制の担任が窓口になって行なった。担任との強い信頼関係が彼
女を支援したのは間違いない。 
定時制高校や通信制高校によっては複雑な問題を抱えている生徒が多数存在する。Ａ県
も教職員だけでは対応できないことも多いことから，公立定時制42・通信制高校にスクー
ル・ソーシャル・ワーカー（ＳＳＷ）を配置した。Ｃ商業には 2019 年度から配置され，
週２回午後から勤務し全日制と定時制の生徒を支援している。役所や児童相談所，ＮＰＯ
などの外部機関に生徒や家庭をつなぐ場合，仲介役になる職員である。臨床心理士などが
配属されるスクール・カウンセラー（ＳＣ）とともに教職員だけでは対応できない問題を
支援43してくれる。 
 ＳＳＷはＴ子の在学中には配置されなかったが，Ａ県では定時制高校に様々な困難を抱
えた生徒が多数在籍44していることを把握している。それで遅ればせながらＣ商業にも配
置されたのである。定時制の職員室に席があり，全日制と定時制の生徒を担当する。勤務
時間は午後から夜間である。まだ本格的な活動はしていないが，教職員にとっては大変心
強い味方と言える。 
 
 
い，と言うことも有った。Ｔ子がＮ子に分け与えたことはＮ子から聞いて確認できた。 
41 春と秋のＡ県定時制・通信制総合体育大会や秋の定時制・通信制総合文化大会などでＯ高校通信制の
教員から得た情報による。 
42 三部制高校（２校）の他は全日制に併置されている夜間定時制である。ＳＳＷは午後から夜間にかけ
ての勤務で夜間定時制を含めた全生徒を担当する。ＳＣも同様である。 
43 現在，フィリピン系で困窮している在校生の支援についても取り組んでいる。 
44 Ｔ子が６年次の時，長期欠席の生徒について報告する会議がＣ商業定時制で開かれた。この時，県か
らも職員が来て，職員からの報告を聞いていた。 
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4 おわりに 
 Ｔ子が特に困窮していたのはＣ商業定時制の５年次であった。全科目が欠席時数オーバ
ーとなり，未履修となった。修得単位が「０」単位で，通常なら進路変更45するケースであ
る。その危機を担任の支援で回避できた。担任はフードバンクにＴ子をつないだ。Ｔ子は３
か月の食料支援を得て，さらにアルバイトによる増加単位「１単位」を修得した。このこと
がＴ子の「心が折れなかった」主要因である。Ｔ子は担任などの教員集団とつながり，少数
ながらもＮ子などの友人がいてＣ商業定時制に居場所があった。教員や友人からの励まし
がＴ子を支援した。旧教育課程で入学したＴ子は５年次・６年次では履修できない新教育課
程の科目が多数あり，履修登録には苦労した。だが，教員集団は卒業が可能となる履修科目
を選択して提示した。このことがＴ子の意欲を強めて，６年次の最後まで単位修得に努める
ことにつながった。Ｉ高校通信制の転入考査でも必履修科目をすべて履修・修得したＴ子は
評価され，合格できた。Ｔ子はＩ高校でも意欲的に学習し，一年で卒業して就職した。 
 全日制高校に併置された夜間定時制の課程は小規模ながら，多数の社会関係資本が存在
している。この社会関係資本概念がフィリピン系のＴ子やＤ子のような外国につながる高
校生や学力形成に困難を抱えているとされるＮ子のような高校生たちに対する支援の現状
と可能性をとらえる上で有用であることが明らかになった。 
 「高校進学」は一般の中学生にとっても人生最初の「障壁」といってよいが，ニューカ
マーなどの外国につながる中学生にとっては今も大きな「障壁」46である。その進学先と
して、三部制定時制高校や夜間定時制高校・通信制高校は大きな受け皿となっている。 
 
5 謝辞 
 
   ほんとに最後まで見捨てずに面倒を見ていただいてありがとうございました。本当 
  に救われました。先生が支えてくれたお陰で諦めずに進むことができました。本当に感 
謝しています。ありがとうございました。 
（2019 年 10 月のフィールドノートより） 
   私が今こうして海外関係の仕事で正社員になって，いい未来に進めたのは，間違いな 
く，先生のおかげです。私からしたら先生に助けて頂いたことは今とてもいい結果に 
なってる（と）思います。ほんとにありがとうございました。 
（2019 年 11 月のフィールドノートより） 
 
 最近の T 子からの SMS からとったコメントである。C 商業定時制時代の４～６年次の
担任だった，私の支援に対する感謝の気持ちが読み取れる。海外との業務を展開する企業
 
45 高校では自主退学を意味する。 
46 各地で「日本語を母語としない親と子の高校進学ガイダンス」が開催されている。 
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に正社員として勤務するＴ子は，Ｃ商業定時制時代とは異なり安定した生活を送ってい
る。通信制のＩ高校に転入したＴ子は 2018 年度の前期で卒業に必要な「10 単位」を履
修・修得し，就職活動の支援を受け無事就職した。定時制高校で勤務していると家庭の事
情で退学するなど，教員として「心が折れる」状況に遭遇する。逆にＴ子の事例のように
「心温まる」事例にも遭遇する。それ故にＴ子の事例研究を公開した。公開することを快
く承諾してくれたＴ子には，非常に感謝している。 
 先生方からも多くの示唆を戴いた。指導教官の米村先生は加齢に伴う体調不良に苦しむ
私を気遣いつつ，的確なアドバイスをくださった。先生の存在がなければ，本研究は完成
しなかった。また，副指導教官の清水先生や出口先生は，研究史や理論を紹介してくださ
り，客観的に事例を分析することの重要性を教わった。この場をお借りして，先生方から
受けた学恩に対する感謝の意を表する。 
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